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こども家庭ソーシャルワーカーの養成のあり方に関する 

調査研究委員会 

 

１．これまでの流れと今年度の成果概要                              

 本委員会は、2024 年度より実施の「こども家庭ソーシャルワーカー資格」及び 2026 

年度の本資格見直しに向けて、既存のソーシャルワーカー資格を基礎として考えるのでは

なく、本来あるべき姿や必要とされている役割を担うことのできる新たな資格として位置

付ける必要があると考え、人材育成の理念とその方法を検討することを目的とする。 

これまでの流れとしては、2022 年度は、英国やフランスなど諸外国のソーシャルワーカ

ーの養成システムや養成カリキュラム内容の専門家を招聘し、それぞれの国での実践方法

を学んだ。 

今年度は、隣接領域（高齢者福祉）における人材育成について、採用から入職後の研修

や研修を包括的に運用している組織への聞き取りと長年「児童ソーシャルワーク課程」を

行ってきた、日本社会事業大学の取り組みから、⽇本のこども家庭ソーシャルワーカーに

はどのような知識や技術、資質が必要なのか、そのためにはどのような養成教育が必要な

のかについての調査研究を行った。これらの情報を、2024 年度の新たなこども家庭ソーシ

ャルワーカー資格を実際に開講する四校からなる「コンソーシアム」の会議にて提案し

た。 

 

２．実施体制・委員名簿                               

〇委員（敬称略、50 音順） 

安發 明子 立命館大学 人間科学部 

久保 樹里 日本福祉大学 准教授 

榑沼 あづさ NPO 法人キーアセット 

畠山 由佳子 神戸女子短期大学 教授 

藤林 武史 西日本こども研修センターあかし センター長 

山口 敬子 京都府立大学 准教授 

 

〇事務局（早稲田大学社会的養育研究所） 

上鹿渡 和宏 早稲田大学社会的養育研究所 所長 

徳永 祥子 早稲田大学社会的養育研究所 研究補助者 
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３．実施内容                               

（１） 第１回実施内容 

・開催日時 2023年 6月 15 日 

・氏名／所属：株式会社ドットライン代表取締役 垣本祐作氏  

株式会社ドットライン医療・介護事業部部長 岩浪恭平氏 

・場所：株式会社ドットライン本社及び zoom オンラインミーティング（ハイブリッド形式） 

・内容：高齢者分野における人材育成の現状と課題の聞き取り 

本委員会は児童福祉領域を主なフォールドとして専門資格の内容に検討をするものであ

るが、第 1回目は、高齢者福祉という隣接領域においてどのような人材育成が行われている

のか学ぶこととした。これは、育成した人材を採用する側の組織としては採用時点でどのよ

うな人材を求めているのか、さらに、採用後の社内での人材育成についても学ぶ機会を得る

ためにインタビューを実施した。 

 

l 聞き取りの内容 

同社での人材育成は以下の 3 分野に分けて行われている。 

① 採用 

採用段階ですでに、①介護職に従事するスタッフと②マネージメントスタッフに分け

て採用するという斬新な方法を取っている。入社するすべてのスタッフが現場の介護者

として働く必要はなく、入所 1 年以内であってもマネージャーとして活躍できるような

体制となっている。 

② 評価 

③ 研修 

評価は分かやすい項目で行われており、評価が６０％を下回るなど改善が必要な職員

に重点的に研修を提供している。オンライン教材を提供したり、法人が専門学校の運営に

も携わるなどシステマティックな研修体制を整備している。実習と座学をリンクさせる

ことをめざしており、知識と意図的経験を行う円環が必要であると考えている。 

 

〇広報/イメージ戦略 

 さらに、同社では、学生や若者がこの会社に就職したい、働き続けたいと思えるような

ブランディングや就職後のキャリアパス複数用意されていることが離職防止につながっ

ていた。会社のブランディングに関してはユニクロのクリエイティブディレクター雇用

をしており、これまでの介護のイメージを超えて優秀な人材を確保することに尽力して

いる。具体的には、介護や福祉のイメージを「困りごとを解決する」というイメージに変

革し、従来の「福祉」や「介護」という分野・枠にとらわれない会社であることを打ち出

し人材獲得をしている。 
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l 委員からの意見 

マネジメントとフロントラインに分けることの意義が明確に分かりました。マネジメン

トはマネジメントに専門性を発揮できる人が行う方が、福祉をバックグラウンドにしてい

る人がマネジメントを行うより効率が良い、という役割分担の必要性について考えさせら

れました。実際に社会福祉士養成課程に身を置いていますが、「組織と経営」「行財政」とい

ったマネジメントに関連する科目が苦手な学生も多いので、「餅は餅屋」という考え方には

納得です。 

 また、これからこども家庭ソーシャルワーカーはどのような養成を経て、専門性を発揮し

ていくということについても、しっかり検討することが必要だと改めて思いました。以前、

イギリスのソーシャルワーカー養成について調べた際に、専門能力育成フレームワーク

(PCF)というソーシャルワーク全般に共通する枠組みと、特定の分野の実践の知識とスキル

を構築することができる基準(KSS) 示すことで、ソーシャルワークの質的向上を図ろうと

していることを知りましたが、その中身をしっかりと見てこなかったので、今度調べてみよ

うかと思いました。 

 

 
（２） 第２回実施内容 

開催日時 2023年 11 月 29日 

開催場所：オンライン 

内容：日本社会事業大学名誉教授 藤岡孝志先生を招聘しての聞き取り 

1998 年から実施している日本社会事業大学における「児童ソーシャルワーク課程」につ

いて学んだ（2022 年度までに 640名の修了生を輩出）。 

本課程では、学生に児童福祉施設や非行臨床や不登校支援、弁護士事務所など多岐にわた

る実習経験を提供しており、座学とのコンビネーションによって深い学びを得られること

が分かった。さらに、これらの実習体験が就職活動においても有効にはたらくことがある。

それぞれの実習先における学生の感想を共有いただき、実際に深い学びを得られているこ

とを教示いただき、今後の専門職養成の在り方について有益な示唆を得ることができた。 
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（３） 第３回実施内容 

開催日時：2024 年 3 月 14 日 

開催場所：西日本こども研修センターあかし 

内容：明石研修センターとの合同開催研究会 

「早稲田大学社会的養育研究所 こども家庭ソーシャルワーク資格委員会×こども家庭ソ

ーシャルワーカー養成プロジェクトスタートアップミーティング合同会議」 

前半は、藤林 武史氏（西日本こども研修センターあかしセンター長）よりこども家庭ソ

ーシャルワーカー資格創設までの経緯と展望について発表いただいた。 

委員からは以下の点について提案がなされた。 

① オーストラリアでは子ども福祉の専門職は離職率が高いという問題がある。待遇面では、

民間の方が良く、公務員よりも人気がある。 

② 韓国では、児童保護に関しては民間団体が担ってきた経緯がある。その後に公的責任で

介入することになった。公的部門が立ち上がって３年程度だが、多くの人が民間から行

政に移籍した。民間の専門機関の専門性は高く、スーパーバイズできる人がいる。警察

との連携も進んでおり、民間団体の人材育成能力は高いという印象。 

③ こども家庭福祉分野における共通言語や共通の価値が必要。何を担う人なのかを明確に

打ち出すことが必要。結局公務員であるということにならないように。フランスでは、

資格を取得するためには、１００時間の実習と１４５０時間の座学が必要である。 

関係性の構築（社会的・身体的・心理的側面、社会的な関係性の構築）、個人と集団のサ

ポート、社会的・教育的アクション（連携の在り方を追究）、職業の発展を担う（政策提

言・意見を発信するなど） 

フランスでは、エデュケーターは、医師と比較されることが多いものの初任給は３０万

円程度。ビジネスパーソンは、初任給が９０万円程度であることも多く、それほど人気

のある職種だとは言い難い。  

資格を新設するにあたっては、その資格の価値観を明言していくことが重要である。さ

らに、管理職にも教育が必要だといえる。利用者と部下両方の権利を守るという意識を

普及するような管理職教育が必要である。 

④ 英国は、実習時間が長く、大学でスーパービジョンを受けることができる。日本の場合

も、フレームワークをしっかり作っていくことが大事。この資格を持った人が、スーパ

ービジョンができる人を作っていくことが重要である。さらに、資格取得後にブラッシ

ュアップできるような機会や個人が厳しい状況に陥った時に休息できることが大事。 

⑤ 児童福祉の仕事に対する魅力の発信が大事。若い人たちへのアピールをしていきたい。

高校生や大学生に向けた発信を考えている。やってみたい仕事として受け入れてもらえ

るようにしたい。前に進んでいる感覚が持てるような仕事になればと思う。大変ではあ

るが、やってみようと思える仕事にしていきたい。児童の分野は変革期であり、いろい

ろなことが変化することに関わることの醍醐味を感じられるようにしていきたい。さら
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に、学部生に対するカリキュラムも重要だと考えている。 

また、現場と研究が循環するような仕組みも必要である。例えば、医者や看護は奨学金

を出して、学生を呼ぶ仕組みがある（ 御礼奉公はあるが）。人材を育てていく仕組みが

必要。その大学に行きたいという高校生が増えてくるのではないか。 

⑥ これから新しい価値を作っていくという感覚がある。諸外国はなぜ待遇がいいのか考え

ていく必要がある。日本でも専門職集団が声を上げていくことで社会的な評価が上がっ

ていくはずである。この仕事が尊い仕事であることを訴えていくことが必要である。そ

のためにこの資格があるのではないかと思う。 

 

後半は、2024 年度の子ども家庭ソーシャルワーカー養成課程に実際に参画する四つの機

関からなる「コンソーシアムメンバー」で主に 2024 年度の録画講義や演習の登壇者につい

ての決定を行った。さらに、対面及びオンラインで行う「演習」の実施方法や内容について

もそれぞれの立場から意見を出し合い、議論した。大枠の科目内容は示されたものの、実施

校によって実施方法や考え方にはばらつきができることが想定されるため、「コンソーシア

ム」で目指すことについての認識を共有することができた。 

 

l 参加者 

現地参加 

・上鹿渡和宏        早稲田大学 

・原田敬文 大西清文       豊岡短期大学 

・和仁里香 森泉摩州子      徳島文理大学 

・橋本達昌 佐々木美樹       一陽 

・小澤雅人         映像クリエーター／映画監督 

・藤林武史 芦田拓司 佐藤 剛  西日本こども研修センターあかし 

・姜 恩和         目白大学 

・鶴田智子         福岡市役所 

・安部計彦         西南学院大学 

・清水冬樹         東北福祉大学 

・保志幸子         特別区職員研修所 

・北谷多樹子        堺市こどもセンター 

・徳永祥子         立命館大学／早稲田大学研究補助員 

・山口敬子         京都府立大学 

オンライン参加 

・宮本雄司               早稲田大学 

・岡安朋子               早稲田大学 

・安發明子               立命館大学／日本学術振興会特別研究員 
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l 次第 

１．開会挨拶   

上鹿渡 和宏 早稲田大学社会的養育研究所 所長 

 

２．プレゼンテーション こども家庭ソーシャルワーカー創設までの経緯と展望 

藤林 武史  西日本こども研修センターあかし センター長  

 

３．委員会メンバーからのコメント 

こども家庭ソーシャルワーカーに期待すること（諸外国の運用を踏まえて） 

 

４．こども家庭ソーシャルワーカー養成プロジェクトスタートアップミーティング 

〇「こども家庭ソーシャルワーカー」資格のための研修の認定に関する実施要項 

〇指定研修講義動画進捗状況共有（報告） 

〇指定研修演習実施機関等から（報告） 

   豊岡短期大学／徳島文理大学／児童家庭支援センター一陽／早稲田大学 

〇よりよい演習を創造していくために（ディスカッション） 

                                

４．閉会挨拶        

藤林 武史 西日本こども研修センターあかし センター長 
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